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福井環境事業株式会社 SDGs 達成に向けた取り組み 

 

□ 持続可能な社会の実現に向けて 
私たち福井環境事業株式会社は昭和 25 年創業以来、廃棄物処理事業〔浄化槽の維持管理・ごみ

の収集運搬・資源リサイクル〕を通じて、地域社会の生活環境を衛り、市民の皆様や地域で事業を

営む方々が、安心安全に暮らしてもらえる街作りに取り組んできました。 

私たちはこれからも経営理念の下で、廃棄物処理事業を通じて地域社会の環境保全・経済発展・

社会的向上に寄与し、そして日本・世界全体の持続可能な社会の実現に貢献できるよう、SDGs達

成に向けて事業活動を続けて参ります。 

 

【経営理念】 

地域社会の幸せをまもる（衛）ために、 

総合的環境サービスを常に考え・提供し、 

いつまでも信頼される会社を創ります。 

 

 

□ 福井環境事業株式会社の SDGs 達成に向けた取り組みの内容 

－ 環境 Environment － 

 

□事業活動である浄化槽の維持管理、下水道管路点検・補修等により生活環境 

の水質の維持改善に取り組んでいる。 

□事業所から発生する排水は、場内の浄化槽や排水処理設備により適切に処理

し、再利用する等してから放流している。 

□事業活動に伴い使用する水について削減目標を設定し、使用量削減に取り組

んでいる。 

□設備は定期的に維持管理を行い、放流水の水質も基準値以下であることを定

期的に確認している。 

 

□二日市リサイクルセンターの工場屋根に太陽光発電設備（300kW）を設置

し発電事業を行っている。 

□事業活動で利用する電力・燃料について省エネルギーの年間目標を設定し、

エネルギー消費原単位の削減に取り組んでいる。 

 

□廃棄物から再生原料を生産するリサイクル事業を通じて、天然資源（石油・

鉄・アルミ等）の効率的利用に取り組んでいる。 

□事業活動で使用する電力・燃料・水・紙等の使用量について、年間目標を設

定し、削減に取り組んでいる。 

□業務用車両は適切な維持管理を行い、エコドライブの推進を行い、大気汚染

の低減に取り組んでいる。 

□事業活動に伴って発生する排水・廃棄物、また工程で使用する有害化学物質

については、年間削減目標を設定し、設備の適切な維持管理を行い、各種法

令を遵守している。 
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－ 経済 Economical － 

 

□雇用形態あるいは性別に関わらず、同一賃金同一労働となるように賃金体

系を見直している。 

□労働安全衛生活動・５Ｓ活動として年間計画・目標を定め、安全・安心な職

場作りに取り組んでいる。 

 

□廃棄物処理は地域社会における重要な社会インフラの一部であり、当社が

廃棄物収集運搬・中間処理・リサイクル事業を確実で継続的に実施していく

ことで、持続可能かつ強靭なインフラの構築に取り組んでいる。 

□当社のリサイクル事業（容器包装プラスチックの再生原料化、食品残渣の堆

肥化等）を通じて、資源利用効率の向上に取り組んでいる。 

□リサイクル事業で費やすエネルギーや資材の使用量の削減、再生原料の品

質向上・高度化に取り組んでいる。 

－ 社会 Social － 

 

〔より良い職場作りの取り組み〕 

□従業員・家族の健康と生活の安定に取り組んでいる。 

➢ 賃金規定・退職金規定を定め、労働組合・社員代表と毎年協議 

➢ 会社負担での定期健康診断の実施 

➢ 全国健康保険協会に加入し健康保険証を発行 

➢ 育児介護休業制度の導入 

➢ 家族手当・通勤手当・皆勤手当・交替手当・各種祝い金等の支給 

➢ 社内の喫煙場所を限定、換気設備等を設置し受動喫煙の防止 

□就業規則・賃金規定・人事考課制度等を整備し、性別等による区別無く、全

従業員が平等な労働条件・就業の機会を与えられている。 

□従業員は業務に必要な資格について、会社負担で取得できる。 

□業務上必要な従業員には性別等の区別無く業務用パソコンを貸与し、業務

でのインターネット活用を推進している。 

〔事業活動での取り組み〕 

□廃棄物処理事業を通じて、地域社会の環境保全に取り組んでいる。 

□食品残さから堆肥を生産する食品リサイクル事業に取り組んでいる。 

□業務車両の運行管理により大気汚染・事故の低減に取り組んでいる。 

➢ エコドライブ推進で安全運転の啓発 

➢ デジタルタコメータを設置し、運行管理と安全運転指導を実施 

➢ 業務用車両の適切な維持管理 

□事業所から発生する排水・廃棄物、工程で使用する有害化学物質について、

年間削減目標を設定し、適切な維持管理を行い、各種法令を遵守している。 

□二日市リサイクルセンターでは年に２回敷地境界における環境測定（騒音・

振動・大気質）を行い、周辺環境への影響が無いか確認している。 

〔社会貢献への取り組み〕 

□施設見学と環境教育を積極的に実施し、子供から大人まで、一般市民・行政

関係・事業者など、幅広く受け入れている。 

□「ふくいエコキャップ運動」に参加し、NPO 法人を通して世界の子供にワ

クチンを届ける活動を支援している。 

－ ガバナンス Governance － 

 
□就業規則や賃金条件等の労働条件は、年齢、性別、障害、人種、民族、出自、

宗教等による区別は無く、平等に定めている。 

□人事考課制度を導入し、従業員の適正な評価と能力向上に取り組んでいる。 

 
□一般廃棄物処理業務において、地域社会の環境保全、生活環境の維持向上の

為、自治体との連携に取り組んでいる。 
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１． 組織の概要 

■社名 福井環境事業株式会社 

 

■代表者 代表取締役社長 二木 和則 

 

■所在地 【本社】 

   〒918-8068 福井県福井市角折町第６号１番地 

   TEL(0776)36-4463 FAX(0776)36-4453 

 【有機センター】 

 〒918-8078 福井県福井市更毛町柳谷第 13 号 2 番地 

    TEL(0776)37-1141 FAX(0776)37-1141 

【二日市リサイクルセンター】 

    〒910-0109 福井県福井市二日市町第１９号８番地 

    TEL(0776)55-3500 FAX(0776)55-3501  

                   【たかぎリサイクルセンター】 

                       〒910-0070 福井県福井市高木西１丁目 103 番地 

                       TEL(0776)50-6720 FAX(0776)50-6721 

 

■創立 昭和２５年３月 

 

■資本金 ２，４００万円 

 

■事業内容  

【本  社】               一般廃棄物の収集運搬 

浄化槽の清掃並びに維持管理 

産業廃棄物の収集運搬 

          ビルの管理清掃 

          一般貨物自動車運送業 

          貨物運送取扱事業 

下水管の清掃並びに維持管理 

          貯留槽の清掃並びに維持管理 

【有機センター】          食品リサイクル堆肥製造及び販売事業 

          農作物栽培及び販売事業 

【二日市リサイクルセンター】 再生資源の回収及びリサイクル事業 

          プラスチック原料及びプラスチック製品の再生事業 

    【たかぎリサイクルセンター】  一般廃棄物の収集運搬 

産業廃棄物の収集運搬 
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■環境管理責任者   堤 彰一   （取締役 本社営業部長） 

安達 弘幸 （取締役 二日市リサイクルセンター所長）  

■担当者・連絡先    林 幸央   （本社 総務部課長） 

                   鎌谷 裕子 （二日市リサイクルセンター 開発事業部業務課主任） 

 

■売上高 2,621 百万円 （2021 年度） 

 

■施設の状況 

【保有車両】                                                            （台） 

  本社 
有機 

センター 

二日市

RC 

たかぎ 

RC 
全社 

パッカー車 48   2  3  53 

バキューム車 15        15 

２t 平ボデー車 8     1  9 

フックロール車 4  1 1 1 7 

ダンプ（１t） 1       1  

ダンプ（２t） 2     1  3  

ダンプ（４t） 2  1   3 

タイヤショベル 1   1    2  

洗浄車 1       1  

ユニック（６ｔ） 1       1  

クレーン車（２ｔ）   1   1  

アルミバン 2  4   6  

ハイプレー車 1       1  

ダンパー車 2       2  

給水車 1  1     2  

カメラ車 1       1  

フォークリフト   2 9  11  

営業車 11  1 3 1 16  

ホイルローダー 1  1  1 3  

合計 102  12 16 8 138  

 

【施設保管の面積と保管上限量】  

 保管面積：2.2 ㎡ （屋内のため保管上限はなし） 
 

【処理施設の種類・処理能力・処理方式・処理工程図】 

     ●本社（収集運搬） 「添付資料 1 収集運搬フロー」参照  

●ごみ処理施設（不燃ごみ選別施設） 

 処理能力：50.1ｔ/日（24 時間） 

  処理方式：破袋・選別・圧縮梱包方式 

  処理工程図：「添付資料 2 処理工程図（不燃物）」参照 

●ごみ処理施設（プラスチック製容器包装廃棄物リサイクル施設） 

  処理能力：100.8ｔ/日（２４時間） 

  処理方式：選別・破砕・比重分離・造粒方式 

  処理工程図：「添付資料 3 処理工程図（プラスチック）」参照 
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■認証・登録範囲 

 ・対象事業所 【本社・有機センター・二日市リサイクルセンター（たかぎリサイクルセンターを除く）】 

  ・事業活動（対象範囲） 【たかぎリサイクルセンターを除いた全活動】 

 

■処理実績 

【本社・有機センター】 2021 年度 （2021 年４月～2022 年３月） 

 

 

【二日市リサイクルセンター】 2021 年度 （2021 年４月～2022 年３月） 

 
 

■廃棄物処理料金 見積書による 

 

■事業の規模 

【従業員数】     本社                      126 名 

有機センター                  9 名 

二日市リサイクルセンター       90 名 

たかぎリサイクルセンター        6 名  

 

 

 

 

 

  

収集運搬量　合計 5,332.2 ｔ

中間処理量　合計 31.3 ｔ

　（最終処分量） 31.3 ｔ

収集運搬量　合計 78,036.3 ｔ

　（事業系） 16,475.1 ｔ

　（家庭系） 35,199.5 ｔ

　（し尿・汚泥） 26,441.7 ｔ

中間処理量　合計 626.7 ｔ

　（うち再資源化量） 376.0 ｔ

     産業廃棄物　　　

     一般廃棄物　　　

中間処理量　合計 468.6 ｔ

　（うち再資源化量） 468.6 ｔ

最終処分量 0.0 ｔ

中間処理後の産業廃棄物　合計 413.5 ｔ

　（最終処分量） 0.0 ｔ

　（中間処理量） 413.5 ｔ

中間処理量　合計 17,530.1 ｔ

　（うち再資源化量） 17,530.1 ｔ

最終処分量　 0.0 ｔ

中間処理量後の一般廃棄物　合計 17,494.5 ｔ

　（最終処分量） 181.4 ｔ

　（中間処理量） 17,675.9 ｔ

     産業廃棄物　　　

     一般廃棄物　　　
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【延べ床面積】 本社 

  社屋 1,095.17 ㎡ 

  倉庫 1,119.69 ㎡ 

  洗車場 227.80 ㎡ 

  合 計 2,442.66 ㎡ 

 

有機センター 

  工場 514.79 ㎡ 

  事務所 29.10 ㎡ 

合 計 543.89 ㎡ 

 

 二日市リサイクルセンター 

  Ａ棟（事務所含む） 2,480.50 ㎡ 

  Ｂ棟 2,975.00 ㎡ 

  Ｃ棟（倉庫棟） 2,049.20 ㎡ 

  排水処理ブロワ室 16.50 ㎡ 

  休憩棟 69.84 ㎡ 

  通路棟 562.60 ㎡ 

     合 計 8,153.64 ㎡ 

 

                たかぎリサイクルセンター 

                   工場                      994.02 ㎡ 

                   事務所                    109.19 ㎡ 

                     合 計                 1,103.21 ㎡ 

 

■組織図 

  

本社・有機センター・ 

たかぎリサイクルセンター 

総務部 営業部 開発事業部 

リサイクル課 第一営業課 

業務課 

取締役会 

代表取締役社長 二木 和則 

他、取締役 9名 監査役 2 名 

し尿及び浄化槽清掃 

家庭ごみの収集運搬 

不燃物の選別・圧縮 

（空缶、ペットボトル、びん 

プラスチック製容器包装） 

プラスチック製容器包装の

再商品化 

二日市リサイクルセンター 

太陽光発電関係 

庶務全般 

事業所ごみの収集運搬 

食品リサイクル 

廃棄物選別 

総務全般 

第二営業課 

下水道維持管理・ 

清掃業務 

2022.4.1 現在 
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■役割・責任・権限表 

 

  役割・責任・権限 

代表者（社長） 環境経営に関する統括責任。 

  環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備。 

  環境管理責任者を任命。 

  環境経営方針の策定見直し及び全従業員へ周知。 

  環境経営目標・環境経営計画書を承認。 

  代表者による全体の評価と見直しを実施。 

  環境経営レポートの承認。 

環境管理責任者 環境経営システムの構築、実施、管理。 

  環境関連法規等の取りまとめ表を承認。 

  環境経営目標・環境経営計画書を確認。 

  

環境経営目標・環境経営計画書の進捗状況を点検・評価し、必要な場合は 

問題点の是正を指示する。 

  環境経営の取組結果を代表者へ報告。（担当：二日市ＲＣ所長 安達弘幸） 

  環境経営レポートの確認。 

事務局 環境管理責任者の補佐、EA21 推進委員会の事務局。 

  環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施。 

  環境経営目標、環境経営計画書のとりまとめ。 

  環境経営の実績集計。 

  環境関連法規等取りまとめ表の作成。 

  環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施。 

  環境関連の外部コミュニケーションの窓口。 

  環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）。 

部門責任者 自部門における環境経営システムの実行。 

職場担当者 自部門における環境経営方針の周知。 

  自部門の従業員に対する環境教育訓練の実施。 

  自部門に関連する環境経営計画の作成と実施及び達成状況の報告。 

  特定された項目の手順書作成及び運用管理。 

  

自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、訓練の実施、 

記録の作成。 

  自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施。 

全従業員 環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚。 

  決められたことを守り、自主的かつ積極的に環境活動に参加。 
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■許可の内容 

許認可 

登録先 
種別 許可・登録の名称 許可・登録の内容 

許可･ 

登録番号 

許可 

年月日 

有効 

期限 

【一般廃棄物(ごみ関係)】 

福井市 許可 
一般廃棄物 

収集運搬業許可 

ごみ・食品廃棄物・特定家庭用機器再商
品化法第２条第４項の特定家庭用機器
及び資源物 

第1号 R4.4.1 R6.3.31 

福井市 許可 
一般廃棄物 

収集運搬業許可 

特別管理一般廃棄物 
(感染性廃棄物を除く) 

第2号 R4.4.1 R6.3.31 

坂井市 許可 一般廃棄物処理業許可 事業系ごみ、資源ごみ（食品生ごみ） 21-020 R4.4.1 R6.3.31 

永平寺町 許可 
一般廃棄物（ごみ） 

収集・運搬業 
一般廃棄物（ごみ・その他） 

永平寺町指令 
第42号 

R4.4.1 R6.3.31 

福井市 許可 一般廃棄物処分業許可 
缶・瓶・ペットボトル、プラスチック、粗大ご
み 

第4号 R3.9.9 R5.3.31 

福井市 許可 一般廃棄物処分業許可 食品廃棄物 第1号 R4.4.1 R6.3.31 

永平寺町 許可 
一般廃棄物（ごみ） 

収集・運搬業 
一般廃棄物（その他）食品生ごみ 

永平寺町指令 
第43号 

R4.4.1 R6.3.31 

鯖江市 許可 一般廃棄物処理業 一般廃棄物（食品生ごみ） 
鯖江市指令 

環第54号第6号 
R4.4.1 R6.3.31 

公益財団法人 

日本容器包装 

リサイクル協会 

登録 再生処理事業者登録 

工場名：二日市リサイクルセンター 
素材種別：プラスチック製容器包装 
手法：材料リサイクル 
再生処理能力：21,000トン/年 

－ － － 

【一般廃棄物(し尿･浄化槽関係)】 

福井市 許可 浄化槽清掃業許可 浄化槽 第1号 R4.4.1 R6.3.31 

福井市 許可 
一般廃棄物 

収集運搬業許可 
し尿・浄化槽汚泥 第3号 R4.4.1 R6.3.31 

永平寺町 許可 
一般廃棄物（し尿・浄化

槽汚泥）収集・運搬業 
一般廃棄物（し尿・浄化槽汚泥） 

永平寺町指令 

第44号 
R4.4.1 R6.3.31 

永平寺町 許可 浄化槽清掃業許可 浄化槽清掃 
永平寺町指令 

第45号 
R4.4.1 R6.3.31 

坂井地区 

広域連合 
許可 

し尿収集業、 

浄化槽清掃業 

し尿・浄化槽汚泥 収集運搬、浄化槽清
掃 

坂連総指令 

第3号 
R4.4.1 R6.3.31 

福井県 登録 浄化槽保守点検業登録  (福2)第13号 R3.3.1 R8.2.28 

福井市 登録 浄化槽保守点検業登録  (福井市2)第1号 R3.3.1 R8.2.28 

【産業廃棄物】 

福井県 許可 
産業廃棄物 

収集運搬業許可 

燃え殻、汚泥、廃油、廃アルカリ、廃プラス
チック類、紙くず、木くず、繊維くず、動植
物系残さ、ゴムくず、金属くず、「ガラスく
ず、コンクリートくず（工作物の新築、改築
又は除去に伴って生じたものを除く。）及
び陶磁器くず」、がれき類（水銀使用製品
産業廃棄物を含む。）（自動車等破砕物、
石綿含有産業廃棄物、水銀含有ばいじん
等を除く。）（これらのうち特別管理産業
廃棄物であるものを除く。） 以上１3種類 
 

0181100806

6 
R3.4.15 R8.4.14 

福井市 許可 
産業廃棄物 

収集運搬業許可 

燃え殻、汚泥、廃油、廃アルカリ、廃プラス
チック類、紙くず、木くず、繊維くず、動植
物系残さ、ゴムくず、金属くず、「ガラスく
ず、コンクリートくず（工作物の新築、改築
又は除去に伴って生じたものを除く。）及
び陶磁器くず」、がれき類（水銀使用製品
産業廃棄物を含む。）（自動車等破砕物、
石綿含有産業廃棄物、水銀含有ばいじん
等を除く。）（これらのうち特別管理産業
廃棄物であるものを除く。） 以上１3種類 
 

1311000806

6 
R3.4.15 R8.4.14 
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福井市 許可 産業廃棄物処分業許可 

中間処理（破砕・溶融固化、発酵）、 破
砕・溶融固化：廃プラスチック類（石綿含
有産業廃棄物、水銀仕様製品産業廃棄
物を除く。）以上１種類、発酵：動植物性
残渣 以上1種類 

1312000806

6 
H30.4.11 R5.4.10 

【施設関係】 

福井県 許可 
一般廃棄物 

処理施設許可 

処理能力：50.1t/日（24時間） 
施設の種類：ごみ処理施設（不燃ごみ選
別施設）処理対象物：不燃ごみ 

第644-2号   

福井県 許可 
一般廃棄物 

処理施設許可 

処理能力：100.8t/日（24時間） 
施設の種類：ごみ処理施設（プラスチック
製容器包装廃棄物リサイクル施設）処理
対象物：その他プラスチック製容器包装
廃棄物 

廃第162-2号   

【建設業】 

福井県 許可 建設業許可 管工事業 
(般-3) 

第3604号 
R3.5.19 R8.5.18 

【貨物運送】 

中部運輸局 認可 一般貨物自動車運送事業  530000437   
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２． 環境経営方針 
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３． 環境経営目標  

 

2020 年度を基準年度とし、数値目標を本社の収集運搬量及び二日市リサイクルセンターに搬入された

廃棄物中間処理量を分母とする原単位で設定します。 

また、2021 年度に目標の見直しを行い、各削減率が前年度比（2020 年度）で-2%となるよう設定し

ます。 

 

 
 

 

 

 

 

  

単位
2020年度

（基準）

2021年度

（目標）

2022年度

（目標）

2023年度

（目標）

2024年度

（目標）

2025年度

（目標）

全社 kg-CO2 5,277,917 5,172,359 5,068,911 4,967,533 4,868,183 4,770,819

kWh 8,520,391 8,349,983 8,182,984 8,019,324 7,858,937 7,701,759

kg-CO2 3,616,592 3,544,260 3,473,375 3,403,907 3,335,829 3,269,113

kWh 221,530 217,099 212,757 208,502 204,332 200,246

kg-CO2 141,779 138,943 136,165 133,441 130,772 128,157

kWh 8,298,861 8,132,884 7,970,226 7,810,822 7,654,605 7,501,513

kg-CO2 3,474,813 3,405,317 3,337,210 3,270,466 3,205,057 3,140,956

kWh/ｔ 465.7 456.4 447.3 438.3 429.5 421.0

kg-CO2/t 193.1 189.2 185.4 181.7 178.1 174.5

kg-CO2 1,234,218 1,209,534 1,185,343 1,161,636 1,138,403 1,115,635

kg-CO2/t 20.0 19.6 19.2 18.8 18.4 18.0

kg-CO2 1,113,494 1,091,224 1,069,400 1,048,012 1,027,051 1,006,510

kg-CO2/t 13.3 13.0 12.7 12.5 12.2 12.0

kg-CO2 120,724 118,310 115,943 113,624 111,352 109,125

kg-CO2/t 6.7 6.6 6.4 6.3 6.2 6.1

全社 kg 284,710 279,016 273,435 267,967 262,607 257,355

本社 kg 26,750 26,215 25,691 25,177 24,673 24,180

kg 257,960 252,801 247,745 242,790 237,934 233,175

kg/t 14.3 14.0 13.8 13.5 13.2 13.0

全社 m3 77,809 76,253 74,728 73,233 71,769 70,333

本社 m3 5,594 5,482 5,372 5,265 5,160 5,057

m3 72,215 70,771 69,355 67,968 66,609 65,277

m3/t 4.0 3.9 3.9 3.8 3.7 3.6

グリーン購入促進 全社 事務用品の購入はグリーン購入法対象品を優先する。

化学物質適正管理 全社 PRTR対象物質は使用しない。

環境啓発活動推進 全社 工場見学の受入、市町村主催の環境展への出展を積極的に行う。

環境経営目標　項目

 CO2排出量

電力消費量

排出係数

北電　 ：0.640

テプコ ：0.508

エナリス：0.488

（2018年度）

全社

本社

二日市ＲＣ

水使用量

二日市ＲＣ

燃料消費量

収集運搬量

83,995t：本社

中間処理量

17,999t：二日市RC

（2020年度)

全社

本社

二日市ＲＣ

廃棄物発生量

二日市ＲＣ
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４． 環境経営計画 

 

2021 年度は、環境目標に対して以下の活動を計画し、目標達成に向けて取り組みました。 

 

環境目標項目 取組内容 担当部門 

電力消費量 

電気消費量を把握し、各月毎の見直しを実施する。 

全社 
休憩時や待機時の不要照明消灯と機器停止を徹底する。 

空調設定（冷房 28℃、暖房 20℃)を徹底する。 

エアコンの保守点検、フィルターの定期清掃を実施する。 

生産管理データの把握と効率的な操業方法を検討し、工程ロス削減による 

稼働時間短縮を図る。 
二日市 RC 

燃料消費量 

車輌毎の燃料消費量を把握し、各月毎の見直しを実施する。 
全社 

業務車両の適切な維持管理とエコドライブを推進する。 

定期的な収集ルートの見直しや改善を図る。 本社 

廃棄物発生量 

廃棄物排出量を把握し、各月毎の見直しを実施する。 

全社 
印刷用紙使用量を把握し、各月毎の見直しを実施する。 

社内文書の裏紙利用・両面印刷を推進する。 

事務所ごみの分別と再資源化を推進する。 

各処理工程からの廃棄物発生量を抑制する。 

・選別作業の教育及び材料の流し方による選別効率の向上 

・残渣及び汚泥の水分率の低減 

・廃プラ残渣の固形燃料化、排水処理汚泥のセメント原燃料化 

・残渣のごみ質把握による廃棄物の安定的な再資源化 

二日市 RC 

水使用量 

水使用量及び井水使用量を把握し、各月毎の見直しを実施する。 
全社 

定期的な漏水チェックをおこない、垂れ流しを防止する。 

浄化槽点検や工場排水の水質検査を定期的におこない、環境負荷の軽減を 

図る。 
二日市 RC 

グリーン購入推進 
グリーン購入対象品を優先的に購入する。 

購入品を把握し、各月毎の見直しを実施する。 
全社 

化学物質適正管理 

PRTR 対象物質を使用しない。 

各化学物質の使用量を把握し、各月毎の見直しを実施する。 

使用時及び購入時に所定の保管場所に保管できているか確認する。 

全社 

環境啓発活動推進 

事業活動・環境活動の状況を自社ホームページ、環境活動レポートで 

公表し、情報公開を進める。 
全社 

工場見学の受入を積極的におこなう。 

市町村主催の環境展への出展や地域の活動への参加等、地域の方と 

積極的に環境コミュニケーションを図る。 

二日市 RC 

その他取組み 

緊急事態対応訓練を実施する。 全社 

固定買取制度による太陽光発電事業を継続的に実施する。 

「福井県廃棄物減量化宣言事務所」、「ふくいマル優エコ事業所」等の 

取組を通じ、行政との連携を図る。 

二日市 RC 
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５． 環境経営目標の実績 

 

2021 年度の実績値は、以下の通りです。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

単位 目標 実績
評価

（総量値での評価）

全社 kWh 8,349,983 8,567,003 ×

本社 kWh 217,099 244,987 ×

kWh 8,132,884 8,322,016

kWh/ｔ 456.4 462.4

kg-CO2 1,209,534 1,171,046

kg-CO2/t 19.6 19.0

kg-CO2 1,091,224 1,053,178

kg-CO2/t 13.0 12.5

kg-CO2 118,310 117,868

kg-CO2/t 6.6 6.5

全社 kg 279,016 216,514 ○

本社 kg 26,215 35,714 ×

kg 252,801 180,800

kg/t 14.0 10.0

全社 m3 76,253 80,481 ×

本社 m3 5,782 8,298 ×

m3 70,771 72,183

m3/t 3.9 4.0

グリーン購入促進 全社 事務用品の購入はグリーン購入法対象品を優先した。

化学物質適正管理 全社 PRTR対象物質は使用していない。

環境啓発活動推進 全社

環境経営目標　項目

電力消費量
排出係数

北電　 ：0.640

テプコ ：0.508

エナリス：0.488

（2018年度） 二日市ＲＣ ×

燃料消費量

収集運搬量

83,995t：本社

中間処理量

17,999t：二日市RC

（2020年度)

全社 ○

本社 ○

二日市ＲＣ ○

廃棄物発生量

二日市ＲＣ ○

水使用量

二日市ＲＣ ×

工場見学の受入、市町村主催の環境展への出展を積極的に行った。
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６． 環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容 

１） 電力消費量の削減 

GOAL７・１３ 達成のため、 

 

事業活動で利用する電力について、 

【本社】電力使用量について年間目標を設定し、 

【二日市 RC】省エネルギーの年間目標を設定し、 

使用量又はエネルギー消費原単位の削減に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

（取組結果） 

 

（評価・次年度の取組内容） 

【本社】 

・従来実施していた活動については継続的に実施できていたが、業務体制の改変や、設備の改良等もあ

り、施設使用時間が増えたため、目標未達となった。 

・次年度は不必要、無駄な施設使用時間を削減する等の策を講じる。 

【二日市リサイクルセンター】 

・当事業所の主力であるプラ製容器包装再商品化業務の受託量が増加したが、シフト変更は行わず、操 

業時間の延長等で対応し、効率的な人員配置と操業計画での稼働をおこなった。 

      ・今年度は設備的な低減対策については実施できていないが、電力消費量の多い造粒機及び脱水乾燥 

機を２年前に更新し、効率的な電力使用が継続的に実施できている。 

     ・2022 年度の受注量に合わせて生産計画とシフト体制を見直し、工場全体の効率的な人員配置と操 

業計画で稼働を行い、目標の達成を目指す。 

 

【 節電啓発ステッカー 】                   【定期的な設備更新】 

 

部門 取組内容 評価 

全社 

・電気消費量を把握し、各月毎の見直しを実施する。 〇 

・休憩時や待機時の不要照明消灯と機器停止を徹底する。 〇 

・空調設定（冷房 28℃、暖房 20℃)を徹底する。 〇 

・エアコンの保守点検、フィルターの定期清掃を実施する。 〇 

二日市 RC 
・生産管理データの把握と効率的な操業方法を検討し、工程ロス削減による 

稼働時間短縮を図る。 
△ 

本社 

   目標     実績    達成率 

217,099 kWh 244,987 kWh 88.6％ 

456.4 kWh/t 462.4 kWh/t 98.7％ 二日市 RC 
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２） 燃料消費量の削減 

GOAL７・11・12・１３ 達成のため、 

 

事業活動で利用する燃料について、 

【本社】省エネルギーの年間目標を設定し、 

【二日市 RC】使用量について年間目標を設定し、 

エネルギー消費原単位又は使用量の削減に取り組んでいます。 

 

業務車両は適切な維持管理を行い、エコドライブを推進し、 

                                     大気汚染の低減に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （取組結果） 

 

（評価・次年度の取組内容） 

【本社】 

・収集運搬量が前年と比較して、若干減となっておりが、新型コロナウイルスの感染拡大防止対策によ

り、業務効率化が図れなかったため、大きな成果を上げることはできなかった。 

・次年度は、業務の効率化をはかるとともに、労働安全を優先した活動に取り組む。 

 

      【二日市リサイクルセンター】 

      ・当事業所の主力であるプラ製容器包装再商品化業務の受託量が増加したが、場内で使用するフォー 

クリフトや残渣搬出車両等についても、効率的に運用し、目標達成となった。 

・場内で使用するフォークリフトや車両は更新時には燃費が良いものに積極的に切替するよう検討を進め 

ている。 

   ・2022 年度の受注量に合わせて生産計画を見直し、工場全体の業務効率化と燃料使用量の効果的 

な削減を図り、目標達成を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【エコドライブステッカー】               【収集ルートの見直し作業風景】 

部門 取組内容 評価 

全社 
・車輌毎の燃料消費量を把握し、各月毎の見直しを実施する。 

〇 
・業務車両の適切な維持管理とエコドライブを推進する。 

本社 ・定期的な収集ルートの見直しや改善を図る。 〇 

本社 

    目標     実績    達成率 

13.0 kg-CO2/ｔ 12.5 ｋｇ-CO2/ｔ 104.0％ 

118,310 ｋｇ-CO２ 117,868 ｋｇ-CO２ 100.4％ 二日市 RC 
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３） 廃棄物発生量の削減 

GOAL11・12 達成のため、 

 

事業活動に伴って排出される廃棄物について、 

年間目標を設定し、発生箇所・量を把握して 

低減するよう取り組んでいます。 

 

   

 

 

 

 

 

    （取組結果） 

 

（評価・次年度の取組内容） 

【本社】 

  ・新型コロナウイルス対策関連の廃棄物が増加したことにより、目標未達となってしまったが、今後も引き

続き感染拡大防止対策は継続するため、仕方がないものと思われる。 

   ・引き続き教育等により、従業員に周知徹底し、継続的に効果的な活動をおこなっていく。 

 

      【二日市リサイクルセンター】 

・排水処理汚泥の再資源化施設の受入れ停止期間を前もって把握し、可能な限り再資源化にまわせる   

よう調整した。 

・プラ製容器包装再商品化業務では、年間収率 51.1%となり、昨年度の 50.7%を上回った。引き続き

各部門でのリサイクル率向上策の実施、廃棄物発生量の把握と抑制対策の実施を継続していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事務所ごみの分別】            【収率（リサイクル率）は見える化管理】  

部門 取組内容 評価 

全社 

・廃棄物排出量を把握し、各月毎の見直しを実施する。 

〇 
・印刷用紙使用量を把握し、各月毎の見直しを実施する。 

・社内文書の裏紙利用・両面印刷を推進する。 

・事務所ごみの分別と再資源化を推進する。 

二日市 RC 

・各処理工程からの廃棄物発生量を抑制する。 

選別作業の教育及び材料の流し方による選別効率の向上 

残渣及び汚泥の水分率の低減 

廃プラ残渣の固形燃料化、排水処理汚泥のセメント原燃料化 

残渣のごみ質把握による廃棄物の安定的な再資源化※詳細は８に記載 

〇 

本社 

   目標     実績    達成率 

26,215 kg 35,714 kg 73.4％ 

14.0 kg/t 10.0 kg/t 140.0％ 二日市 RC 
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４） 節水 

                             GOAL６・12・１４・１５ 達成のため、 

 

事業活動で使用する水使用量について、 

年間目標を設定し、削減に取り組んでいます。 

 

事業所から発生する排水は、場内の浄化槽や 

                            排水処理設備により適切に処理し、再利用します。 

                             

排水処理設備は定期的に維持管理を行い、 

                            放流水の水質が基準値以下であることを 

定期的に確認します。  

 

 

 

 

 

 

 

   （取組結果） 

 

（評価・次年度の取組内容） 

【本社】 

   ・冬季の降雪量が多く、融雪のために大量の地下水を使用したことが、数値の大幅な増加につながった。 

・上水と地下水の使用量を分けて集計しているが、上水については年間使用量が削減できている。 

 

 【二日市リサイクルセンター】 

      ・井水の流量計設置が難しく、稼働日数×計画取水量での推計となっているため、今期も活動計画に 

基づき設定した行動目標に対する取組結果の評価であるが、各部署で様々な取組みが実施できた。 

・工場排水放流口での水質検査では、気温低下の影響を受け、高めの数値が出ることがあったが、自主 

管理値を超過することはなかった。 

      ・節水及び排水管理を徹底するほか、浄化槽点検や工場排水の水質検査を定期的に行い、環境負荷低

減に向けた取り組みを継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【節水の啓発】           【水質検査結果をグラフで見える化管理】        

部門 取組内容 評価 

全社 
・水使用量及び井水使用量を把握し、各月毎の見直しを実施する。 

〇 
・定期的な漏水チェックをおこない、垂れ流しを防止する。 

二日市 RC 
・浄化槽点検や工場排水の水質検査を定期的におこない、環境負荷の軽減を

図る。 ※詳細は 8 に記載 
〇 

本社 

   目標     実績    達成率 

5,782 m3 8,298 ｍ3 69.7％ 

3.9 ｍ3/t 4.0 ｍ3/t 97.5％ 

％ 

二日市 RC 
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５） グリーン購入の推進 

GOAL12 達成のため、 

 

事業活動で使用する資材について、購入の必要性を十分に考慮し、 

環境負荷ができるだけ小さく、かつ社会面に配慮した製品やサービスを 

環境負荷の低減や社会的責任の遂行に努める事業者から 

優先して購入します。 

 

    （取組結果） 

     

（評価・次年度の取組内容） 

【全社】 

    ・目標値の設定はしなかったものの、購入物品のうち６割程度はグリーン購入製品であった。 

      ・事務用品についてはインターネット注文をおこなっているが、製品情報を購入時に確認した上で、 

グリーン対象物品に代替できるものについては切替をおこなっている。 

      ・購入先が限られている中での切替は難しいが、引き続きグリーン購入リストを活用し、状況を把握の上、

積極的に切替をおこなっていく。 

      ・また詰替製品の使用やプリンターのインク及びトナー類のリサイクルも継続して実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【詰替製品の使用】                 【環境配慮商品の購入（一例）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

                 【トナー類のリサイクル】              【購入時前に製品情報を確認】 

 

  

部門 取組内容 評価 

全社 
・グリーン購入対象品を優先的に購入する。 

・購入品を把握し、各月毎の見直しを実施する。 
〇 
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６） 化学物質の適正管理 

GOAL12 達成のため、 

 

リサイクル工程で使用する有害化学物質については、 

適切な管理を行い、各種法令を遵守するように運用します。 

 

 

 

   （取組結果） 

 

（評価・次年度の取組内容） 

【全社】 

      ・化学物質漏洩の緊急訓練を実施した。（2020 年 10 月 23 日実施） 

  ・化学物質は主に排水処理施設で使用しているが、投入材料の処理量及び性状により使用量が変化 

する。そのため使用の削減等のコントロールが難しいことから、数値目標の設定はしていない。 

・適正な管理を環境活動の取組としており、手順書に基づき適正に管理できていることを確認した。 

   ・手順書に従い、MSDS の読み合わせ及び化学物質漏えいの緊急訓練を実施する。 

      ・有機センターにおいて、農薬等の薬品類の管理を実施する。 

 

 

 

 

【化学物質緊急漏えい訓練 実施風景】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                【薬品調査表(有機センター)】 

  

部門 取組内容 評価 

全社 

・PRTR 対象物質を使用しない。 

・各化学物質の使用量を把握し、各月毎の見直しを実施する。 

・使用時及び購入時に所定の保管場所に保管できているか確認する。 

〇 
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７） 環境啓発活動 

GOAL４ 達成のため、 

 

二日市リサイクルセンターでは、 

施設見学と環境教育を実施しています。 

対象は子供から大人まで、一般市民・行政関係・事業者など、 

年齢・性別・職業に関わらず、受入れをおこなっています。 

 

                  2021 年度見学実績  

                     学校の社会科見学 82 名（小学校 1 校） 

                     市民の方々 65 名 

      

（取組結果） 

    

 （評価・次年度の取組内容） 

【二日市 RC】 

      ・当社では、主に家庭で分別後、回収した資源ごみをリサイクルしていることから、市民の方々や小学生 

       などの施設見学を積極的に受け入れている。 

・今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、受け入れ停止時期があったほか、受入人数を

制限して見学会を実施したため、例年より少ない件数、人数となった。 

・毎年、市主催の環境イベントに出展し、説明員を派遣し、リサイクルフローやリサイクル品の展示説明、容

器包装プラ利用製品の配布を行っていた。しかし今年度は環境イベントが中止となり、代わりにパネル

展の実施になった。当社はリサイクルフローや分別排出の仕方について説明パネルを展示し、容リプラ

利用製品の提供を行った。（2022 年 1 月 13 日～1 月 18 日 福井市主催「くらしと環境を考える 

～パネル de ミニ迷路展～」） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    【出張講演風景】                    【環境パネル展 出展風景】  

部門 取組内容 評価 

全社 
・事業活動・環境活動の状況を自社ホームページ及び環境活動レポートで 

公表し、情報公開を進める。 
〇 

二日市 RC 

・工場見学の受入を積極的におこなう。 

・市町村主催の環境展への出展や地域の活動への参加等、地域の方と 

積極的に環境コミュニケーションを図る。 

〇 
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８） その他取組み 

GOAL7、11、13、17 達成のため、 

 

労働安全衛生活動、５S 活動として年間計画・目標を定め、 

安全・安心な職場作りに取り組んでいます。 

 

二日市リサイクルセンターの工場屋根に太陽光発電設備 

（300kW）を設置し、発電事業を行っています。 

 

自治体から受託している廃棄物処理業務において、 

地域社会の環境保全、生活環境の維持向上のため、 

自治体との連携に取り組んでいます。 

 

 

    （取組結果） 

     

【緊急事態訓練（本社・二日市リサイクルセンター）】 

      収集車の火災が発生すると、周辺環境や通行人の方に重大な被害を及ぼす恐れがある。 

また二日市リサイクルセンターでは容器包装プラスチックやペットボトルなど、多くの可燃物を取り扱っ 

ており、これらに引火して火災が発生した場合、周辺環境への影響は大きなものとなる。 

そのため普段からの火災予防に加え、緊急対応を適切に行うことにより、従業員と近隣住民の安全及び

火災による環境汚染を防止することを目的として、防災訓練（緊急事態対応訓練）を実施した。 

   

  ■本社 車輌火災訓練の実施 

    実施日 ： 2021 年 8 月 23 日（火） 

    訓練内容 ： ごみ集積所に出された燃やせないごみの中に混入していた可燃性異物（ライター等）が

収集車内部で発火し、周りのごみに引火して、火災が発生したと想定。 

               車輌火災対応手順書に従って、連絡・避難・消火の訓練を実施した。 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

【消火器での消火訓練】                  【消火器の使用方法の確認】 
  

部門 取組内容 評価 

全社 ・緊急事態訓練を実施する。 〇 

二日市 RC 

・固定買取制度による太陽光発電事業を継続的に実施する。 

・「福井県廃棄物減量化宣言事務所」、「ふくいマル優エコ事業所」等の 

取組を通じ、行政との連携を図る。 

〇 
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 ■二日市リサイクルセンター 防災訓練の実施 

    実施日 ： 2021 年 9 月 30 日（木） 

    訓練内容 ： 容器包装プラスチックベールに混入していた可燃性異物（ライター等）が解砕機で発火

し、プラスチック材料に引火して、火災が発生したと想定。 

              防火・火災対応手順書に従って、連絡・避難・消火の訓練を実施した。 

  

 

  

  

【消火活動の様子】                     【担架による救護】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

【消火器での消火訓練】                   【消火栓の放水訓練】 

 

【固定買取制度による太陽光発電事業（二日市リサイクルセンター）】 

二日市リサイクルセンターの屋根上に 300ｋW の太陽光発電設備を設置し、2013 年 2 月から本格発

電をおこなっている。2021 年度も予想発電量を上回り、順調に発電をおこなった。 

太陽光発電を見学ルートに加え、環境教育・啓発活動に貢献している。 
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【行政との連携（本社・二日市リサイクルセンター）】 

 

  ■福井県廃棄物減量宣言事業所 

    廃棄物の発生抑制・リサイクル・適正処理を認識し、ゼロエミッションに向けた廃棄物減量化などに取

り組むことを宣言し、福井県からの認定証をいただいた。 

    減量化やリサイクルに向けて、今後も更なる取り組みを実施する。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ふくいマル優エコ事業所 

    ごみの削減等に背局的に取り組む福井市内の優良事業所として、福井市より認定をいただいた。 

当社の活動を広く他の事業所へ広報することにより、事業者のごみ削減、分別等の意欲高揚の推進

につなげていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

26 

７． 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

当社が遵守しなければならない環境関連法規等は以下の通りです。 

遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。 

また、関係当局からの違反等の指摘は過去３年間以上なく、訴訟等もありませんでした。 

 

 

本社 二日市

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

- 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

- 遵守

- 遵守

- 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

遵守 遵守

- 遵守

- 遵守
プラスチック製容器包装

再生処理ガイドライン

・再生処理施設の基本要件、収率基準

・再生処理手法毎の施設ガイドライン（材料リサイクル）

・再生処理施設操業管理マニュアル　　・プラ製容器包装再商品化製品品質基準

福井市公害防止条例
・事業者の責務　　・規制基準の遵守義務(公害原因物質の発生･排出･飛散防止)

・特定工場設置届　　・事故後の措置

二日市地権者協定書 ・公害防止基準の遵守

福井県自然環境保全条例 ・事業者の責務

福井県環境影響評価条例 ・事業者の責務

福井市環境基本条例 ・事業者の責務

福井県環境基本条例 ・事業者の責務

労働安全衛生法
・事業者の責務　　・名称等を通知すべき危険物及び有害物

・作業主任者を選任すべき作業

消防法

・指定可燃物の貯蔵、取扱い　　・防火管理者の選任

・火災報知機の設置(工場500m
3
以上)　　・屋内消火栓の設置(工場700m

3
以上)

・消防用設備等の点検と報告

毒物及び劇物取締法 ・水酸化マグネシウム、希硫酸、苛性ソーダ　　・盗難又は紛失の防止　　・劇物の表示

特定化学物質障害予防規則 ・対象物質（希硫酸）　　・救護組織　　・特定化学物質等作業主任者の選任

フロン排出抑制法

・指定製品及び特定製品の管理者の責務　　・管理者判断基準の遵守

・フロン類算定漏洩量等の報告　　・フロン類回収等の料金負担

・特定製品の冷媒フロン類のみだり放出禁止

特定特殊自動車排ガス規制法
・規制対象車輌　・事業者の責務(排ガス排出抑制)

・規制対象車輌の使用制限

道路運送車輌法
・点検及び整備の義務　　・日常点検整備の実施

・定期点検整備の実施　　・道路運送車両の検査(車検)

省エネルギー法

・特定事業者(会社全体で第2種重油換算1500KL以上)

・エネルギー管理統括者・管理企画推進者の選任

・第二種エネルギー管理指定工場等の指定

・中長期計画の作成(年1回)　　・定期報告(年1回)

浄化槽法
・設置または変更時の届出　　・保守点検、清掃、定期検査

・浄化槽清掃業の許可または変更時の届出

水質汚濁防止法

・特定施設設置届

・排水基準の遵守(㏗5.8～8.6、BOD160㎎/L以下、SS200㎎/L以下)

・測定、記録　　・事後時の措置　　・事業者の責務

排水基準令
・生物化学的酸素要求量(160㎎/L以下、日平均120)

・浮遊物質量(200mg/L以下、日平均150)　　・水素イオン濃度(5.8～8.6)

容器包装リサイクル法 ・事業者の責務

廃棄物処理法

・事業者の責務　　・一廃収集運搬業、処理業、処理施設設置許可

・産廃収集運搬業、処理業の許可　　・保管基準の遵守

・許可業者に委託(一廃は許可証確認、産廃は契約)

・マニフェスト発行･返送遅延時の届出、交付状況報告

・専ら再生利用を目的の収集･運搬業者に委託　　・報告の徴収

資源有効利用促進法 ・事業者の責務

環境教育等促進法 ・民間団体等の責務

環境配慮活動促進法 ・事業者の責務

国等による環境物品等の調達の

推進等に関する法律
・事業者の責務

循環型社会形成推進基本法 ・事業者の責務

温暖化対策推進法 ・事業者の責務

環境基本法 ・事業者の責務

法令名称 適用される要求事項
遵守状況
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８． 処理施設の維持管理に関する記録 

二日市リサイクルセンターでは、事業活動を行うにあたって、大気や水質等への影響を生じないよう、独

自に維持管理に関する取組みをおこなっています。当センターで管理している項目は以下の通りです。 

No. 区分 測定頻度 測定地点 測定項目 自主管理値 市条例・法令 測定結果 判定 測定結果 判定

騒音（朝） 70dB(A) 70dB(A) 63dB(A) ○ 63dB(A) ○

騒音（昼間） 75dB(A) 75dB(A) 65dB(A) ○ 62dB(A) ○

騒音（夕） 70dB(A) 70dB(A) 66dB(A) ○ 64dB(A) ○

騒音（夜間） 65dB(A) 65dB(A) 64dB(A) ○ 63dB(A) ○

振動（昼間） 65dB 65dB 40dB ○ 40dB ○

振動（夜間） 60dB 60dB 41dB ○ 38dB ○

悪臭（臭気指数） 18以下 18以下 <10 ○ <10 ○

悪臭（臭気強度） 3以下 3以下 <2.5 ○ <2.5 ○

水素イオン濃度 6.0～8.5 5.8～8.6 7.2 ○ 7.2 ○

化学的酸素要求量 80mg/L － 3.1mg/L ○ 19mg/L ○

生物化学的酸素要求量 24.㎎/L
160mg/L以下

（日平均120）
1.4mg/L ○ 8.9mg/L ○

浮遊物質量 73㎎/L
200mg/L以下

（日平均150）
7.0mg/L ○ 4.2mg/L ○

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質（動植物油脂類） 30mg/L以下 30mg/L以下 0.5未満 ○ 0.6未満 ○

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質（鉱油類） 5mg/L以下 5mg/L以下 0.5未満 ○ 0.5未満 ○

0.1mg/m3以下 － 0.02 0.03

mg/m3 mg/m3

0.2mg/m3以下 － 0.03 0.07

mg/m3 mg/m3

0.003 0.003

未満 未満

0.1mg/m3以下 0.1mg/m3以下 0.015 0.015

mg/m3 mg/m3

0.2mg/m3以下 0.2mg/m3以下 0.023 0.067

mg/m3 mg/m3

アルキル水銀化合物 不検出 － 不検出 ○

水銀又はその化合物 0.005mg/L以下 － 0.0005未満 ○

カドミウム又はその化合物 0.3mg/L以下 － 0.009未満 ○

鉛又はその化合物 0.3mg/L以下 － 0.01未満 ○

六価クロム化合物 1.5mg/L以下 － 0.02未満 ○

ヒ素又はその化合物 0.3mg/L以下 － 0.01未満 ○

セレン又はその化合物 0.3mg/L以下 － 0.01未満 ○

単位容積重量 1.0g/cm3以下 － 0.04g/cm3 ○

水分 40％以下 － 4.9% ○

灰分 10%以下 － 5.8% 〇

可燃分 50%以上 － 89.3% ○

低位発熱量 15MJ/kg以上 － 29.8MJ/kg ○

塩素含有量 6％以下 － 2.47% ○

単位容積重量 1.0g/cm3以下 － 0.17g/cm3 ○

水分 40％以下 － 23.3% ○

灰分 10%以下 － 4.2% ○

可燃分 50%以上 － 72.6% ○

低位発熱量 15MJ/kg以上 － 23.7MJ/kg ○

塩素含有量 6％以下 － 2.10% ○

単位容積重量 1.0g/cm3以下 － 0.10g/cm3 ○

水分 40％以下 － 16.9% ○

灰分 10%以下 － 4.5% ○

可燃分 50%以上 － 78.6% ○

低位発熱量 15MJ/kg以上 － 25.9MJ/kg ○

塩素含有量 6％以下 － 2.79% ○

単位容積重量 1.0g/cm3以下 － 0.75g/cm3 ○

水分 40％以下 － 7.60% ○

灰分 10%以下 － 2.5% ○

可燃分 50%以上 － 90.0% ○

低位発熱量 15MJ/kg以上 － 29.9MJ/kg ○

塩素含有量 0.3％以下 － 0.19% ○

11
溶融プラ

塊
年2回

造粒機にて

採取

（塊状）

9
浮上分離

残さ
年2回

脱水機出口

にて採取

（フラフ・フ

レーク状）

10
遠心分離

残さ
年2回

遠心分離機

出口排出口

にて採取

（フラフ・フ

レーク状）

7
排水処理

汚泥
年2回

汚泥コンテ

ナにて採取

（汚泥状）

8
手選別残

さ
年2回

手選別残渣

ベールから

採取

（製品袋・

シート状）

0.04～0.06

ppm以下
○ ○

浮遊粒子状物質

○ ○
（1時間値の1日平均値）

○ ○
（1時間値）

6

大気質

（運搬車

両の走行

に係る項

目）

年2回
敷地境界

（1個所）

二酸化窒素濃度
0.04～0.06

ppm以下

粉じん濃度

〇 ○
（1時間値の1日平均値）

〇 ○
（1時間値）

4 水質 毎月 排水放流口

5

大気質

（施設の

稼働に係

る項目）

年2回
敷地境界

（1個所）

2 振動 年2回
敷地境界

（1個所）

3 悪臭 年2回
敷地境界

（1個所）

2021年上半期 2021年下半期

1 騒音 年2回
敷地境界

（1個所）
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９． 代表者による全体評価と見直し結果 

代表者は、全体の取組状況の評価結果に基づき、毎年１回計画の見直しを行います。 

 

   代表者よる評価 

●環境経営目標及び環境活動計画は前年度の結果を踏まえて見直しを図った。 

今年度の目標達成状況は、全社合計値として電気消費量・水使用量の項目において目標未達と

なった。目標未達の原因は、新型コロナウイルスや冬季大雪対応で、イレギュラーな状況において、

業務を滞ることなく遂行するために、効率的な運営ができなかったことに起因している。 

事業所ごとに当該年度の操業計画や社会情勢等も十分に踏まえ、適切な目標と計画を設定し、

次年度は着実に実行すること。 

 

●目標の達成可否に関わらず、計画した取り組みを概ね実践できていた点については評価する。 

また作業手順の見直し等、業務の効率化等も積極的に実施できており、有意義な活動ができてい

る。 

さらに今年度の活動対象範囲は、本社・有機センター・二日市リサイクルセンターとなっているが、

2024 年 4 月より、新設したたかぎリサイクルセンターも活動範囲に加える予定である。相互の情

報共有化を推進し、活動の益々の発展につなげること。 

 

●エコアクション２１の数値目標に加え、「持続可能な開発目標（SDGｓ）」を指標項目として採用

し、環境経営活動や業務実施により、どのような環境社会貢献が実現できるかという視点で整理

を行い、取組を行っている。 

SDGｓに向けた取り組みを通じて、「当社の事業そのものが環境改善に寄与し、地域貢献につな

がる」という意識が高まり、環境経営活動に向けたモチベーションの維持・継続につながっている。 

    

代表者による見直し・指示 

●環境経営方針は適切な内容であり、特に変更の必要はない。環境経営目標及び環境活動計 

画も環境経営方針に沿った内容で適切に運用されており、全従業員に対する環境関連教育や、

環境コミュニケーション、緊急事態訓練実施等、環境経営システムも有効に機能している。 

 

●環境経営目標及び環境活動計画は前年度の結果を踏まえて見直しを図り、十分な内容だった

が、全社の環境負荷総量では、一部の項目で目標未達となった。原因を究明し、目標達成となる

ように各部門の業務運営方法の改善と合わせて、活動内容の見直しを図ること。 

 

●活動結果として表れる数値の評価だけでなく、取り組み姿勢や周知度など環境経営システム全体

の安定性を評価するために、内部監査を実施した。内部監査は計画に基づき効果的に実施され

ていたので、次年度以降も計画書に基づき、滞りなく実施すること。 

 

 



 

 

添付資料１ 収集運搬フロー  
①一般廃棄物（し尿・浄化槽）収集運搬フロー 

 
 

②家庭系一般廃棄物収集運搬フロー 

 

③事業系一般廃棄物収集運搬フロー 

 

回収エリア 処分先

収集運搬

収集運搬

収集運搬

境浄化センター福井市

坂井市 さかいクリーンセンター

永平寺町 勝山・永平寺衛生管理組合

処分先

回収エリア 可燃物 福井市クリーンセンター

焼却

福井市 収集運搬

不燃物 広域圏清掃センター

埋立

プラスチック製容器包装・

空き缶・ペットボトル・ 福井環境事業

空きびん・蛍光灯 二日市リサイクルセンター

中間処理（選別）

可燃物・不燃物 広域圏清掃センター

焼却・埋立

坂井市 収集運搬

空き缶 Ｃ・ネット

中間処理（選別）

福井環境事業

プラスチック製容器包装 二日市リサイクルセンター

中間処理（選別）

可燃物・不燃物 広域圏清掃センター

焼却・埋立

永平寺町

収集運搬 プラスチック製容器包装 福井環境事業

空き缶・ペットボトル 二日市リサイクルセンター

中間処理（選別）

　 処分先

　福井市 福井市クリーンセンター

焼却

　坂井市・永平寺町 広域圏清掃センター

焼却

福井市・坂井市・永平寺町

広域圏清掃センター

埋立

福井市・坂井市・永平寺町 福井環境事業

二日市リサイクルセンター

中間処理（選別）

福井市・坂井市・永平寺町 福井環境事業

有機センター

堆肥化

空き缶・ペットボトル・空きびん

収集運搬

収集運搬

収集運搬

収集運搬

収集運搬

回収エリア、対象物

生ごみ

可燃物

不燃物

資源物



 

 

④産業廃棄物収集運搬フロー 

 

処分先

福井県 　

収集運搬 福井環境事業

二日市リサイクルセンター

　

フクヤ

エコグリーン

北陸環境サービス

サワヤ

サンワ中部

エス・イ・コンサル

池田金属

敦賀セメント

回収エリア、対象物

福井県産業廃棄物処理公社

エコシステム

エコクリーン

武生環境保全

福井クリーンシステム

燃え殻
汚泥
廃油
廃アルカリ
廃プラスチック類
紙くず
木くず
繊維くず
ゴムくず
金属くず
ガラス・コンクリート・陶磁器くず
がれき類
蛍光灯



 

 

添付資料２ 処理工程図（不燃物）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

添付資料３ 処理工程図（プラスチック）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


